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し、温暖化の全体像を図版 に解説しているのは、Ｋ・ダウ他著・近藤洋輝訳『 世界地図』 （丸善 　二○○七年／原書二○○六年）で、温暖化と気候変化に関し、温暖化の兆候、それを強いるもの、気候変化を駆動するもの、予想される結果、対応策、ＣＯ２やメタン排出量などの数値表、という構成で、地球的視野でデータの解析結果 研究成果の知見を視覚化しておりわかりやすい。また『図解地球の真実─ひと目でわかる温暖化の今と未来』 （別冊宝島一三九七号 　二○○七年）は、第一部で地球規模の温暖化 環境問題を、第二部でクラゲ大発生など日本での問題を図版中心に説明している。両書は手元で参照す ハンドブックとなっている。
また、一冊に纏めた図書として、
船瀬俊介著『テロより怖い温暖化』
（リヨン社 　二○○七年）は、予想される恐ろしい（？）影響を列挙し温暖化阻止の案を提示する。山本良一著『温暖化地獄─脱出のシナリオ』 （ダイヤモンド社 　二○○七年）は、温暖化とそ にどう対処するのかをテーマに、この一年 世界の動向を論じる。 「手遅れになる時点」に注意を喚起、解決の鍵とす 「環境技術革新」などを訴える。
最後に温暖化問題への疑問や批判
を扱った図書を紹介する。武田邦彦著『環境問題はなぜウソがまかり通るのか１／２』 （洋泉社 　二○○七年）で１では第三章、２では第一章、また、武田邦彦他著『暴走する「地球温暖化」論─洗脳・煽動・歪曲の数々』 （文藝春秋 　二○○七年）での第一章がそうである。
なお、ＩＰＣＣの各報告書の日本
語訳であるが、それらは気象庁などのウェブサイトで見られる。また、今回の報告書での気候モデルの作成事情などに関しては、 「気候モデルとその評価」の章の執筆者の一人・住明正が自著『さらに進む地化』 （ウエッジ選書 　二○○七年）で解説している。＊
 気候変動も含め、世界での稀少な現象の迫力溢れる大判の画像集がある。Ｓ・ダンロップ著・乙須敏紀訳『気 大図鑑』 （産調出版 　二○○七年／原書二○○六年）で必見。（
 おぎの 　ようじ／アジア経済研究所図書館）
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